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街
な
か
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
事

業
は
、
花
の
ま
ち
新
津
の
Ｐ

Ｒ
を
目
的
に
当
所
経
済
活
性

化
委
員
会
（
環
境
美
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
が
企
画
し
、
商

店
街
協
同
組
合
連
合
会
と
連

携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

去
る
４
月
２８
日
㈫
に
は
、
新

潟
県
立
植
物
園
の
協
力
を
得

て
Ｊ
Ｒ
新
津
駅
東
口
駅
前
広

場
と
新
津
本
町
３
丁
目
駐
車

場
脇
の
花
壇
に
ペ
チ
ュ
ニ
ア

や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ベ
ゴ

ニ
ア
な
ど
、
色
と
り
ど
り
の

花
々
を
植
え
込
み
し
、
来
街

者
の
目
を
大
い
に
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

　

街
な
か
を
花
い
っ
ぱ
い
に

す
る
こ
と
で
、
花
を
育
て
、

人
々
が
交
流
す
る
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
花
と
緑
の
ま
ち
」
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。
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「
Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語
」

号
は
、平
成
１１
年
４
月
２９
日
、

磐
越
西
線
に
復
活
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
４
月
２９
日

㈷
Ｊ
Ｒ
新
津
駅
１
番
線
ホ
ー

ム
に
お
い
て
、「
運
行
１０
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
東

日
本
旅
客
鉄
道
㈱
新
潟
支
社

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
最
初
に
新
津
第
一
小

学
校
生
徒
に
よ
る
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
」
の

演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
篠
田
昭
新
潟
市
長
の
あ

い
さ
つ
、
そ
の
後
記
念
品
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
記
念

品
は
、
駅
長
ミ
ニ
帽
子
を
馬

場
欣
一
磐
越
西
線
Ｓ
Ｌ
定
期

運
行
推
進
協
議
会
会
長
（
新

津
商
工
会
議
所
会
頭
）よ
り
、

新
津
第
一
小
学
校
生
徒
を
代

表
し
、
４
年
生
の
神
田
麻
衣

さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１０
時
３
分
に
、

Ｓ
Ｌ
が
１
番
線
ホ
ー
ム
に
到

着
し
た
後
、
篠
田
昭
新
潟
市

長
、
馬
場
欣
一
会
長
、
本
間

正
人
新
潟
市
立
新
津
第
一
小

学
校
教
頭
、
相
羽
健
一
東
日

本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
新
潟
地
方
本

部
新
津
支
部
長
、
髙
木
言
芳

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
執
行
役

員
新
潟
支
社
長
、
高
橋
昌
行

Ｊ
Ｒ
新
津
駅
長
、
林
真
理
子

咲
花
温
泉
女
将
の
会
会
長
、

野
口
里
美
新
津
第
一
小
学

校
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
ク

ラ
ブ
保
護
者
会
会
長
、
田
村

嘉
彦
Ｊ
Ｒ
新
津
運
輸
区
長
の

９
名
に
よ
り
く
す
玉
開
花
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

１０
時
１４
分
、

新
津
駅
長
と

新
潟
市
長
に

よ
る
出
発
合

図
に
よ
り「
Ｓ

Ｌ
ば
ん
え
つ

物
語
」
号
は

五
泉
方
面
へ

と
汽
笛
を
響

か
せ
な
が
ら
、

夢
と
ロ
マ
ン

を
乗
せ
新
津

に
い
つ
夏
ま
つ
り
日
程

☆
新
津
松
坂
流
し

　

８
月
１７
日
㈪

（
雨
天
の
場
合
１
日
順
延
）

☆
屋
台
ま
つ
り

　

８
月
１９
日
㈬
〜
20
日
㈭

　

新
津
の
夏
の

行
事
と
し
て
定

着
し
て
い
る
民

謡
「
新
津
松
坂
」

を
、
街
の
中
で

唄
い
踊
る
風
景

は
越
後
の
夏
の

彩
り
で
す
。

　

参
加
団
体
に

は
新
津
松
坂
協

会
に
よ
る
無
料

出
張
講
習
会
も

実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
様
か
ら

の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し

込
み
は
新
津
観
光
協
会
（
新

津
商
工
会
議
所
内
）
ま
で

駅
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
潟
は
大
観
光
交

流
年
と
し
て
、
国
体
開
催
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
開
催
な
ど
話
題
が

多
い
年
と
な
る
中
、「
Ｓ
Ｌ

ば
ん
え
つ
物
語
」
号
が
満
１０

周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

沿
線
や
車
内
に
お
い
て
、
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定

さ
れ
ま
す
。

　

Ｓ
Ｌ
に
乗
っ
て
「
森
と

水
と
ロ
マ
ン
の
鉄
道
」
自
然

豊
か
な
磐
越
西
線
の
景
色
を

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。


